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　日本年金機構から「ねんきん定期

便」という葉書が届いた。これによる

と、私は 65 歳になると毎年 200 万

円の年金が支給されるらしい。「こん

なに貰えるんだ！」と嬉しくなった。

隣の妻は怪訝な顔をしている。「月に

16 万円、どうやって２人で暮らすの？」。

　その日から、妻がとても優しくなった。「死ぬ

まで働かせるしかない」と思ったに違いない。

▼

　首都圏では、これから津波のように高齢化が押

し寄せ、急増する高齢者の救急治療に対応するこ

とが難しくなる。団塊世代が 75 歳を迎えた後の

2030 年には、毎日 78,000 人もの患者が車で

60 分以内の距離にある病院に入院できなくなる

と言われている 1)。これからは地域で病気の高齢

者を支える時代がやってくる。訪問看護や訪問診

療が、もっと活発に行われるようになるであろ

う。このような時代では、専門医も自分の専門領

域だけではなく、幅広い症状に対して診療をす

る、という姿勢が求められる。

　都会での医療が逼迫した状況になれば、子ども

が小さい時は大自然のある田舎でのびのび育てよ

うという若手医師、子育てが終わった後は田舎で

おいしい野菜を食べてのんびり暮らしながら働こ

うというベテラン医師が出てくるだろう。イン

ターネットが普及してきたので、田舎で暮らして

いても最新医学情報の取得や買い物には困らない。

　今月の特集は「地域を診る医者」をどう育てる

かに注目した。

　医師業務の 29.2% は AI（人工知能）

で代替できると分析されている 2)。仕

事の効率化は医療分野でも重要な課題

だ。これからの新たな時代 “New Era”

では、どのような場所で、どう働くべ

きであろうか？

　20 年前は祝日や深夜でも、患者さんのためな

ら病院に駆けつけることは普通のことであった

が、それは医師たちの家族の犠牲のうえに成り

“New Era”を妄想する
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立ってきた。現在の社会情勢において、若手医師

にそれを求めるのは非現実的だ。もっと効率的に

患者満足度を上げる働き方を追求していかなけれ

ばならない。

▼

　こんなことを妄想しながら、地元の温泉に入っ

ている。露天風呂の外を眺めると、白樺のこずえ

が風になびき、木々の間から太陽の暖かな日差し

が降り注いでいる。隣では農作業で真っ黒に日焼

けしたおじさんが、黙想しながら湯に浸かってい

る。「何を考えているんだ、このオッサン」と、

相手も考えているに違いない。�
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